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Abstract：Thermal　death　time　studies　were　conducted　with　dried　samples　of　Cochliobolus

miyabeanus and　Gibberella fujikuroi cultured　on　the　rice　straw．Logarithmic　thermal　death　time

curves　were　obtained　in　dry　heat　at95～140℃：G，fujikuroi（NIAES5132）F105＝86.4，z＝13.5；G．

fujikuroi (NIAES5133）F105＝574.4，z；13.5；C．miyabeanus （NIAES5067）F105；346.4，z＝17.8 : C.

miyabeanus （NIAES5425）F105＝849.2，z＝20.4．The　F105 value　is　the　minutes　of　exposure　at　lO5 ℃

required　to　effect　lOO％ destruction　of　the　organism．The　z　value　is　a　measure　of　the　slope　of

thermal　death　time　curve．
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は　じ　め　に

　加熱は殺菌方法として古くから用いられており，微

生物の熱に対する反応に関する報告も多い（芝崎，

1967：富樫，1949）。しかし，これらの報告の多くは湿

熱・温湯殺菌に関するものである。このため本研究で

は，イネの重要病菌4菌株について乾熱殺菌を行い，供

試菌の耐熱性を調べた。

　本文に入るに先だち，供試菌の分譲にあたり御尽力

いただいた農林水産省農業環境技術研究所浜屋悦次博

士に厚くお礼申し上げる。

1．供試菌株

材料および方法

　農業環境技術研究所から分譲を受けたCochliobolus

miyabeanus （S．ITo　et　KURIBAYASHI）DRECHSLER　ex

DASTUR，NIAES5067，NIAES5425，Gibberella fuji-

kuroi（SAWADA）S．ITo，NIAES5132，NIAES5133の

4菌株を供試した。

2．試料の調製

長さ約5mmに切断したイネワラ約5gを9cm

シャーレに入れ，蒸留水10mlを加えてオートクレー

ブで滅菌したイネワラ培地に供試菌を接種した。接種

後，シャーレをポリエチレン製の袋で被覆し，30℃で

1週間以上培養した。イネワラの表面に分生胞子が形

成されたことを確認した後，シャーレを袋から出し，循

環ファン付きの恒温槽内に移して，30℃でシャーレ内

の試料を乾燥させた。試料の含水率が約5％まで低下

したら，シャーレを室温のデシケーター内に移し，供

試するまで保管した。

3．乾熱殺菌

　10～20片の試料をアルミ箔（厚さ15μm）で包み，95

～140℃で乾熱殺菌した。加熱には電気熱風乾燥機（入

江製作所 DEK－60型）を用いた。アルミ箔内の温度は，

乾燥機内に入れてから約3分で目標温度に達し，その

後の温度の変動は±0.1 ℃であった。

4．殺菌効果の評価方法

　乾熱殺菌後，試料をジャガイモ寒天培地（PDA）に

置床し，27℃で3～4日間培養した。殺菌効果はPDA

上の供試菌の生育の有無により決定した。加熱温度と

供試菌の死滅時間との関係は，National　Camers’s

Associationの方法に従い，加熱致死時間（thermal
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death time；TDT）曲線を用いて調べた（芝崎，1967）。

TDTは一定条件下で供試菌を加熱して完全に死滅さ

せるのに，要する時間［分］である。それぞれの供試

菌について得られたTDT曲線のF105値およびZ値

を用いて供試菌の耐熱性を比較した。F105値は105℃

におけるTDT，Z値はTDTが10倍変化する温度変
化［℃］である（PFLUG，1960；PFLUG and ESSELEN，

1953：芝崎，1967）。

結果および考察

　Fig．1に供試した4菌株のTDT曲線を示した。こ

れらのTDT曲線式，F105値およびZ値をTable2に

示した。95～140℃の温度範囲では20時間から1／3時

間で完全殺菌が可能であった。土壌から分離された

Bacillus　sp．ATCC27380は125℃の乾熱で90％殺菌

するのに139時間を要するが（BOND，FAVERO　and

KORBER，1973），これと比らべ耐熱性は小さかった

（Table1）。乾熱熱殺菌は湿熱・温湯殺菌よりも殺菌効

果が低く，菌株間の耐熱性の差が明確になる傾向があ

るといわれている（FRANCIS，19561芝崎，1967；富樫，

1949）。本研究の結果では，TDT曲線の傾きが異なる

ので，供試菌の耐熱性を一概に比較することはでぎな

いが（芝崎，1967），Fig．1でわかるように，同種の菌

株間において耐熱性に差が認められ，F105値を比較す

ると，G．fujikuroiの2菌株では約7倍，C.

miyabeanus の2菌株では約2倍の差があった。

　菌類の熱による致死効果は，菌類の培養条件，含水

率，遺伝的性質などの菌類の内的要因によっても大き

く影響を受けると言われており（芝崎，1967），同種菌

株の耐熱性のちがいについては，乾熱・湿熱の外的要

因の影響を含め，より多くの菌株を用いて調査する必

要がある。
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Fig．1．Thermol　death　time　curves　for　C．
　　　miyabeanus （solid　lines）　and　G. fujikuroi

　　　（broken　lines）in　dry　heat　disinfection．

　　　The　regression　lines　were　calculated

　　　according　to　the　method　of　National　Can－

　　　ners's　Association．

Table 1. z＊，F105＊＊and　F125＊＊value　for　Cochliobolus miyabenus ＊＊＊and　Gibberella fujikuroi ＊＊＊in　dry

　　　heat　at 95～140。C

Regression　equation＊＊＊＊ z（℃） F105（min） F125（min）

G．fujikuroi

NIAES5132

NIAES5133

C. miyabeanus

　NIAES5067

　NIAES5425

log y=16.5200－13.8889×10-2x

log y=10.5370－7.4074×10-2x

log y=8.4385－5.6180×10-2x

log　y=8.0761－4.9020×10－2x

7．2

13．5

17．8

20．4

86．4

574．4

346．4

849．2

0．1

19．0

26．1

88．8

　＊；Number　of　degrees　centigrade　for　the　thermal　death　time　curve　to　traverse　one　log　cycle．

＊＊；Minutes　of　exposure　at 105 ℃ or 125 ℃ necessary　to　reduce　the　inoculum　to　a　level　which　is not

　　detectable．
＊＊＊;　Dried　samples　cultured　on　the　rice　straw　at 30℃.

＊＊＊＊；Regression　equations　were　calculated　according　to　the　method　of　National　Canners’s　Associa-

　　tion，USA.
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